
　東日本大震災以降，弘前大学は福島県の災害復興に取り組んできました。この活動で得た知見を皆
さんのような若い世代に引き継ぐことを重要視しています。災害の記録，記憶を次世代に引き継ぐこ
とで防災・減災を推進するとともに，現在も続く福島県での原子力災害などの風評被害を払拭すべく
正しい知識を醸成します。
　弘前大学では，近年発生している自然災害，感染症災害，原子力災害などの複合災害に対応する人
材を育成するため，「災害・被ばく医療教育センター」を令和４年度に設置しました。
　その一つの取り組みとして，「弘前大学災害対応マネージャー（大学独自資格）」及び「防災士（日本
防災士機構認定資格）」の資格に対応した教育プログラムを立ち上げ，令和５年度から開講します。

本授業科目は，教養教育科目の必修科目の扱いとして，卒業所要単位に算入できます。

必要経費　テキスト代 �,���円 ＋ 防災士試験受験料０円※＋ 防災士登録料 �,���円 ＝ �,���円
※防災士試験受験料（�,���円）については，被ばく医療連携推進機構から支援されます。

問合せ先 ／ 弘前大学被ばく医療総合研究所  事務室　Mail：jm����@hirosaki-u.ac.jp　TEL：����－��－����

防災科学・災害医学・原子力災害を学び，複合災害に備える!

防災教育プログラム弘前
大学

「防災士」 （日本防災士機構認定資格）

「弘前大学災害対応マネージャー」 （弘前大学履修プログラム）

を取得しよう。

「防災士」 （日本防災士機構認定資格）

「弘前大学災害対応マネージャー」 （弘前大学履修プログラム）

を取得しよう。

募 集 要 項

1 カリキュラムの構成

2 対 象 学 生

3 卒 業 所 要 単 位

4 必 要 経 費

科目名

➀環境と生活（防災科学）

➁医学・医療の世界（災害医学）

➂持続可能な開発目標SDG s
　（原子力災害の理解）

開講時期・曜日

４月～７月
（毎週金曜日  全��回）

��月～２月上旬
（毎週金曜日  全��回）

��月～２月上旬
（毎週火曜日  全��回）

時　間

��：��～��：��

��：��～��：��

��：��～��：��

形態

対面

対面

対面
Web

備　考

防災士の受験資格が
得られます

被ばく医療連携推進機構

本学は文部科学省による大学教育再生戦略推進費「ポストコロナ時代の医療人材養成拠点形成事業」の拠点
として採択され，医師を目指す全ての学生に「防災士」資格を取得させることを一つの目的とし，また，理
工学部地球環境防災学科でも同様に「防災士」の受験資格を取得させるための科目➀～➁を履修推奨科目と
して指定しています。
医学部医学科，理工学部地球環境防災学科（推奨履修）＋ 左記以外の所属学生（抽選枠）


